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【企画趣旨】 
池田ら（2017）の調査では、全国の 99.2％の特別支援学

校で図工・美術や造形活動（以後、美術と記す）が行われ、

週に平均 1.83 コマ（約 96分）の授業が実施されている。

その反面、指導を行っている教員は教員養成課程や着任後

に美術の指導に関する学習・研修の機会をほとんど得られ

ておらず、職能成長は自助努力に一任されている現状があ

る。また、多くの教員は美術の指導に困難を感じている。

これらの課題を踏まえ、本シンポジウムでは知的、病弱、

肢体不自由の各特別支援学校における美術、及び卒業後の

実践を取り上げ、各校種や卒業後に美術で何が目指され、

どのような活動が行われ、どのような成果があるのかを報

告する。各発表では、作品至上主義に陥らない美術の多様

な教育可能性をコンピテンシー・ベースで示す。 

【話題提供者の趣旨】 

１．美術を通した言語活動の活性化 

－知的特別支援学校より １－（柴田洋佑） 

 本研究では、これまで特別支援学校の美術ではあまり取

り上げられることが無かった鑑賞活動に着目し、①対話型

鑑賞、②ポートフォリオの活用、③鑑賞・制作の相互実施

を取り入れた実践を行った。質的調査法を用いたビデオ映

像の分析、及び発話量の測定により、生徒の発話をカテゴ

リー化すると共に継時的な量的変化を見取った。その結果、

制作の始めは生徒対教員であった対話が生徒対生徒へ移行

し、発話量が増加する姿を捉えることができた。 

２．美術を媒介とした組織間連携 

－知的特別支援学校より ２－（北島珠水） 

障害のある子どもたちが充実した社会生活を送るために

は、健常児・者と障害児・者が限定的な機会ではなく継続的

に出会える場をつくることが必要である。そこで美術は出会

いの場として、人と人をつなぐ方法として有効なのではない

かと考え、①美大生と連携したきりたんぽプロジェクト、②

保育園との交流、③通常学級の児童、生徒との縄文プロジェ

クトを実施した。これらの結果、美術は組織どうしの連携を

促進する媒介として有効であり、子供と大人双方の意識を変

えていく成果が得られた。 

３．美術を通した表現意欲の向上 

－病弱特別支援学校より－（髙橋智子） 

 本研究では、病院内学級に在籍する小学生と中学生 46

名を対象に、美術の表現意欲に関する質問紙調査を実施し

た。調査は授業実施後に行い、意欲の有無と意欲に影響を

与えた理由（14 項目・複数回答）について問うた。その結

果、表現意欲に影響を与えている項目は「経験」、「他者

評価」、「満足感」、「説明」であった。これらのことか

ら、事前の実態把握や授業過程における人との関わり（指

導・支援含む）等の重要性が明らかになった。 
４．美術を通した重度・重複障害児の意欲向上と能力発揮 

－肢体不自由特別支援学校より－（池田吏志） 

 本研究では、重複障害学級に在籍する横地分類 A１～A4

の重度・重複障害児を対象とした、意欲の向上と能力発揮

を目指す美術の指導理論の構築を目指した。アクション・

リサーチでは、児童生徒の実態を基軸とした題材開発、教

材づくり、評価、授業改善の仮説を設定し、通常行われる

授業で検証した。その結果、障害程度の類型化と類型化に

応じた教員の役割を明示することに効果がみられた。 

５．美術による生活の質の保持 

－特別支援学校卒業後－（大江登美子） 

 特別支援学校卒業後に、いかに在籍時の生活の質を保持

するかという点は検討すべき重要な課題である。本研究で

は、「自由に表現活動をする場を子ども達に」という保護者

の願いを受けて起ち上げられた①「はーとあーと倶楽部」

の事例、厚生労働省「障害者の芸術活動支援モデル事業」

における②「Sブリュット」の事例、そして、「佐賀さいこ

う！アートプロジェクト」に採択された③「さがんなかで

れっつあーと」の事例を紹介する。発表者による活動支援

の現状と課題、及び卒業後に活動を継続させることの可能

性と展望を報告する。 

【指定討論】 

カリキュラム開発に向け、各校種間及び卒業後の学びと

指導の特質、及び連続性を整理し、今後特別支援学級や一

般学級における美術の指導にも接続できる糸口を探る。 
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